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間伐材・国産材の端材を活用。 製材後の端材を木材チップにし、外壁材の原料に。40年以上
培ってきたニチハの独自技術です。

外壁材として使用することで、木が吸収
したCO2の放出を防止（固定化）。

＋
木材チップ セメント

外壁材
（オフセットサイディング）

※印刷物のため実物の色柄と異なる場合がございます。実物サンプルにてご確認ください。

中部営業部 〒457-0823　名古屋市南区元塩町五丁目15番地の1
TEL：（052）619-0590　FAX：（052）619-0597
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日本合板商業組合中部日本支部

支部長　櫻 井 雅 規

歓迎のごあいさつ

　第46回日本合板商業組合通常総会名古屋に、
全国からお越しいただき心より感謝申し上げま
す。主管しました中部日本支部長として、厚く
歓迎申し上げる次第です。
　東海地方は古くから木曽ヒノキに代表される
木材資源と木曽三川の豊かな水資源に支えら
れ、木材産業が栄えました。それを源としたモ
ノづくりの伝統が現在にも息づいている地域で
す。江戸時代からこの地に集積された木材を利
用、さらに様々な加工技術の開発により、木製
の時計、自動織機など産業機械の生産が広がり、
さらに世界をリードする自動車産業として花開
いています。またモノづくりの伝統は、この地
が発祥の地である合板の開発にもつながり、優
れた建材である合板産業の源にもなっています
ことは、当地区の木材・建材業界にとりまして
も誇りとするところです。
　今日、世界情勢はウクライナ、パレスチナの
紛争は依然として混迷状態が続き、それを契機
に欧州と米国さらに急成長を遂げた中国との関
係も複雑化し、多極・不安定の度合いが加速し
ています。景気の動向も同様に、先進国と開発
途上国との対立構造を生み出し、先行きの見通
しが難しくなっています。米国はこうした状況
の中、自国第一主義を打ち出し、相互関税の引
き上げなどで貿易摩擦が熱を帯び、ますます先
行きの予測を不透明なものにしています。
　国内動向も同様です。資源価格の高騰と円安
を背景に、長年のデフレ傾向は影を潜めた一方、

新たに物価高騰が懸念される昨今です。また人
手不足が続く中で昨年春以降、賃金の見直しが
進んだものの原資となる企業の価格転嫁がとく
に中小企業を中心に遅れ、企業業績にアンバラ
ンスな状態を生み出している状況です。
　日本合板商業組合は１９７７年の発足以来、「協
調と連帯」を合言葉に、合板・建材業の全国団
体として、仲間の拠り所です。先行きの見通し
が不透明で厳しい環境にありますが、こうした
時こそますます我々が団結を強め、「ピンチを
チャンス」とするよう努力することが求められ
ています。
　この２日間の会期中、会員同士の交流を通じ
て情報交換を進め、業界発展の契機となります
ことを、心より願っております。
　準備に何かと不行き届きの面があるかとは存
じますが、お許しいただき、皆さまが名古屋の
地をごゆっくり堪能いただけますよう祈念し、
歓迎のご挨拶とさせていただきます。
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日本合板商業組合

理事長　足 立 建 一 郎

ごあいさつ

　第46回日合商通常総会が中部日本支部主管に
より開催されるに当たり、昨年から準備に当たら
れた櫻井支部長はじめ、準備委員会の皆様並び
に中部日本支部の役員の皆様に深く感謝を申し
上げます。また、総会開催に向けて、ご支援を
頂きました賛助会員の皆様方には、誠に有難く
厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年を振り返りますと、世界的な選挙イ
ヤーとなり、日米含む世界各国でトップや政権の
交代が起こりました。また、国内に目を向けると、
日経平均株価が最高値を更新した他に、日本銀
行が17年振りに利上げに踏み切るなどデフレ脱
却に向けて大きな転換期を迎える一年になりま
した。一方、昨年の新設住宅着工戸数は前年比
3.4％減の79万2098戸と、リーマンショックの影
響を受けた2009年以来15年振りに80万戸を下回
りました。中でも、持家住宅への投資は資材や
建築コストの上昇により停滞し、昨年の9月まで
は34 ヶ月連続して前年を下回り、また戸建て分
譲も今年の2月時点で28 ヶ月連続の減少となり、
需要回復が見えにくい状況が続いています。
　この様な環境の中、今年は住宅産業界にとっ
て大きな転機を迎える年になります。4月から「4
号特例の縮小」や「省エネ基準適合義務化」が
施行され、当初は確認申請や省エネ計算など工
期に影響を及ぼす危惧はあるものの、2050年カー
ボンニュートラルの実現に向けての施策が加速
され、付加価値が高く資産価値が保たれる住宅
への投資が求められてきます。また、良質なストッ

ク住宅の形成に向けては、既存住宅の性能向上
リフォームや、住宅の耐震化加速のための補助
拡充等の後押しに期待が持てます。一方、国産
材の利用推進に向けた施策として、林野庁では
カーボンニュートラルの実現に向けた森林・林
業・木材産業総合対策がとられ、非住宅分野に
おける木材製品の消費拡大策や住宅分野へのス
ギJAS構造材の利用促進等、木材製品の利用拡
大に向けた支援が図られています。
　日合商はこれらの施策の下、組合員の皆様の
事業拡大・強化に貢献できるような取り組みを
進めていく所存です。今年4月には改正クリーン
ウッド法が施行され、合法伐採木材等の需要は
更に増してきます。なお、昨年末には改正クリー
ンウッド法における原材料情報の証明書として、
日合商の団体認定制度による証明方法を活用す
ることが認められ、官報に告示されました。今
後も事業者認定事業を重要な事業と位置付けて、
合法性・持続可能な木材・木材製品の普及拡大
を通じて脱炭素社会の実現に向けた木材利用の
促進を進めてまいります。そのためにも、会員と
共に講演会・研修会などを活発に行い、力強く
日合商活動を進めてまいります。
　日合商は国に認められた唯一の合板・建材等
の住宅資材の流通団体として、組合員と賛助会
員の皆様との活動を通じ、会勢強化を図り、「協
調と連帯」のもと、住宅関連業界への貢献を目
指します。つきましては、皆様の引き続きのご理
解とご協力をお願いいたします。
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林野庁

長官　青 山 豊 久

祝　辞

　日本合板商業組合の第46回通常総会が開催さ
れますことを、心よりお慶び申し上げます。
貴組合の皆様には、日頃より、森林・林業・木
材産業行政の推進に当たり、御理解と御協力を
賜っておりますことに、厚く御礼申し上げます。

　さて、我が国の森林資源は本格的な利用期を
迎えており、2050年ネット・ゼロの実現に向け
て、「伐って、使って、植えて、育てる」森林
資源の循環利用のサイクルを確立することが重
要です。
　特に、近年では、経済界を中心に、「SDGsへ
の貢献」の観点から、木材利用への期待や関心
が高まっています。建築物等への木材の利用は、
炭素を長期間貯蔵できるのみならず、伐採後の
再造林は、森林を若返らせ、炭素吸収量の増大
につながることが期待されています。

　このような中、林野庁では、国産材の加工流
通体制の整備と、木材の需要拡大に積極的に取
り組んでまいりました。その結果、国産材の供
給量は2002年の1,700万㎥から2023年には3,400
万㎥へ倍増し、木材の自給率も、同じ期間に
18.8％から43.0％へ24ポイント上昇しました。
特に、合板用材については、国内で生産される
合板の国産材率は94％に達しております。
　これも、ひとえに、合板流通を担う皆様が、国
産材製品を積極的に取り扱ってくださったおかげ
であり、皆様の取組に厚く御礼申し上げます。

　本年４月からは、「改正建築基準法」、「改正
物流効率化法」及び「改正クリーンウッド法」
が施行され、木材流通を取り巻く環境は大きく
変化しようとしています。
　林野庁としても、国産材の安定供給体制の構
築に力を尽くしてまいりますので、皆様には、
環境の変化に柔軟に対応しながら、引き続き、
国産材製品の安定供給にお力添え頂けることを
期待しております。

　結びに、日本合板商業組合の益々の御発展と、
組合員の皆様の御健勝を祈念いたしまして、お
祝いの言葉とさせていただきます。
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日本合板工業組合連合会

会長　井 上 篤 博

祝　辞

　日本合板商業組合の第４６回通常総会が、名古
屋市において盛大に開催されますことを心より
お慶び申し上げます。
　また、平素より、貴組合及び組合員の皆様に
は、合板の需要拡大に多大なご協力ご貢献をい
ただいており、厚く御礼申し上げます。
　さて、ロシア・ウクライナ戦争やイスラエル・
ガザ戦争の終結が見通せない中で、その影響に
よる不安定な国際情勢が継続しています。一方、
国内では、物価高騰が経済活動や社会生活に大
きな影響を与えており、個人消費、とりわけ新
設住宅着工が低迷するなど、木材需要を取り巻
く環境は依然として厳しい状況にあります。
　日合連では、これまでも森林・林業基本計画
に基づき、国産材の需要拡大に向けて、国産針
葉樹を原料とする構造用合板、フロア台板、型
枠用合板等の開発に取り組み、非住宅分野や中
層・大規模建築分野への合板の新規需要を開拓
してまいりました。
　厳しい状況の中におきましても、合板用材の
国産材利用量目標７百万㎥ の達成を目指して、

「Ｇｏ（合板）！ ７００ ！」をスローガンに、国産
材合板の需要拡大に更に取り組んでまいりま
す。
　現在、いわゆる厚物合板よりも更に厚い「超
厚 合 板：ＣＬＰ（Cross Layered Plywood）」 の
製品開発及びＪＡＳ規格の改正などに向けた取組
を推進しているところです。このＣＬＰを国産材
１００％で製造することにより、地域経済の発展

に資することに加えて、日本の森林再生に一層
貢献できるものと考えております。
　国産の合板は、国産材の積極的な利用を通じ
て、地域の活性化はもとより、貴重な熱帯雨
林の保護、ＨＷＰ（伐採木材製品：Harvested 
Wood Product）利用による炭素貯蔵の増加な
ど、ＳＤＧ’ｓ並びに２０５０カーボンニュートラルの
達成に貢献しています。新たな製品開発により
更なる貢献に取り組むとともに、「合法性」や「持
続可能性」の確保された合板産業の体質強化、
国際競争力向上に邁進してまいります。
　これら諸課題への対応に当たっては、日本の
人工林資源を有効かつ永続的に活用できる国産
材合板の製造販売を一層拡充し、ＬＣＡの観点
から、Ａ級材からＤ級材まで、樹種や形状に合
わせて使い分ける木材の高付加価値化利用、す
なわちマテリアル利用とエネルギー利用の両立
を追求するカスケード利用が必要であります。
　私どもは、今後とも、住宅をはじめとする建
築物等への需要拡大に取り組みつつ、調達する
資源を余すことなく有効に利用することに加え
て、将来にわたる資源造成にも貢献していく環
境創造産業を目指して、より一層努力してまい
る所存です。
　結びに、日本合板商業組合と組合員の皆様の
一層のご発展、ご多幸を祈念申し上げますとと
もに、日本の森林資源の未来のために更なるご
支援を賜りますようお願い申し上げ、お祝いの
あいさつといたします。
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公益財団法人　日本合板検査会

理事長　渕 上 和 之

　日本合板商業組合の第46回通常総会が、ここ
名古屋市において盛大に開催されますことを心
よりお喜び申し上げます。貴組合及び組合員の
皆様方には、日頃より日本合板検査会の業務運
営に多大なるご支援、ご協力をいただいており
ますことに対し厚く御礼申し上げます。
　日本合板検査会は、1949年の設立から、国
のJAS登録認証機関として、合板、フローリン
グ、集成材、LVL、CLT、2×4工法構造用
たて継ぎ材、構造用パネル、接着たて継ぎ材な
どを生産する国内外の工場をJAS（日本農林規
格）認証事業者として認証する業務を行ってい
ます。現在、国内に330工場、海外に50工場を
認証しています。
　JASマークが表示された木材加工製品は、法
律に基づく規格に適合したものであり、品質管
理、生産工程管理、有資格者の配置など厳しい
審査に合格したJAS認証工場が生産した製品で
す。
　本年4月から改正された建築基準法がスター
トしました。脱炭素社会の実現に向けて、建築
物分野において省エネ対策の強化と吸収源対策
としての木材利用の拡大を図っていく内容に
なっています。この改正の中には木造戸建住宅
を建築する場合の建築確認手続きが見直され、
審査・検査は非木造と統一化されました。この
ことから木造非住宅建築物だけでなく木造住宅
にも構造計算が進んでいくため、JAS製品の使
用も一層求められていくものと思われます。

　日本合板検査会ではクリーンウッド法（違法
伐採対策として2016年公布）の登録実施機関と
しての業務も行っております。このクリーン
ウッド法も本年4月から改正された内容（①丸
太や製材を購入される木材市場、製材工場、輸
入事業者は木材の合法性の確認が義務化。②
ホームセンター、家具店などの小売事業者を対
象に追加。）がスタートしています。
　いずれも消費者の安全安心の意識の高まりを
踏まえたものです。このような社会のニーズに
沿った木質建材・木製品を広く住宅・建築業界
へ供給していく日合商の皆様の役割はますます
重要になってきます。
　私ども日本合板検査会は、JAS登録認証機関
やクリーンウッド法実施機関として木材加工製
品の適正な品質・性能の確保や木材の合法性を
しっかりサポートしていく考えでおります。
　結びに、日本合板商業組合と組合員の皆様の
益々のご健勝とご発展を祈念し、お祝いの言葉
とさせていただきます。

祝　辞

7

祝辞ー３



第46回第46回
日本合板商業組合 通常総会プログラム日本合板商業組合 通常総会プログラム

　　　　　日時：令和７年５月22日(木)　13:00 受付開始

　　　　　会場：名古屋観光ホテル

●　理事会　　３F「桂の間」… …………………………… 13:00 〜 13:50

●　通常総会　３F「那古の間」… ………………………… 14:00 〜 15:30
　　　１．開会宣言	 ７．永年勤続社員の表彰

　　　２．国歌斉唱	 ８．来賓のご挨拶

　　　３．物故会員への黙祷　　　　　　〔総代会〕	 ９．定数確認

　　　４．来賓のご紹介	 10．議長の選出

　　　５．中部日本支部櫻井支部長　挨拶	 11．議事

　　　６．足立理事長　挨拶	 12．閉会宣言

●　記念講演　３Ｆ「那古の間」…………………………… 15:45 〜 17:15

　　　　　講師　宗次　德二氏

　　　　　演題　「宗次流　人生と経営の極意」

●　懇親会　　２F 「曙の間」………………………………… 18:00 〜 20:00
　　　　　※名古屋めしコーナーをご用意しています

●　二次会　　２F 「曙の間」………………………………… 20:15 〜 22:00

8

総会プログラム



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

講 師	 宗
む ね

次
つ ぐ

德
と く

二
じ

氏
	 カレーハウスＣｏＣｏ壱番屋創業者

演 題	 「宗次流　人生と経営の極意」

５月22日(木)	 15:45 〜 17:15
	 ３F「那古の間」

　1948年、石川県出身。苦学して愛知県立小牧高校を卒業。八洲
開発、大和ハウス工業を経て、1973年に不動産仲介会社を設立開
業した。
　その後、1974年に喫茶店「バッカス」、1978年にカレーハウス 

「CoCo壱番屋」1号店を開店。独自の社員のれん分け制度「ブルーム
システム」により、国内外で店舗数1400店を超えた。2002年に会長
職を退き、NPО法人イエロー・エンジェルを設立。クラッシック
専用の「宗次ホール」を名古屋市中区に開設するなど、音楽、ス
ポーツ振興、社会施設の支援と、さまざまな社会貢献に取り組む
ほか全国各地で講演活動も行っている。

記 念 講 演

9

記念講演



＜Aコース＞ 観光コース

伊勢神宮内宮参拝　おはらい町・おかげ横丁
・伊勢神宮内宮の御神楽では、雅楽と共に国風歌舞の倭舞が奉納されます。
・伊勢名物「てこね寿司」のご昼食やおかげ横丁の散策をお楽しみ下さい。

////////////////////////////////////////　エクスカーション ������������
５月23日（金）

＜Bコース＞ ゴルフ

三好カントリー倶楽部
　名古屋市東部の丘陵に広がる
数々の歴史ある本格派チャンピ
オンコースは丘陵地に造られ、
幅広くゆったりした起伏が随所
にあり、風格の高いコース。東
コースは距離は短いがバンカー
とグリーンがうまく配置され、
面白みを出している。

三好C.C提供

おかげ横丁内宮

●観光バス　　名古屋観光ホテル　１階ロビー　　７時45分集合
　　　　　　　ヒルトン名古屋　　１階ロビー　　７時55分集合

●送迎バス　　名古屋観光ホテル　１階ロビー　　５時45分集合
　　　　　　　ヒルトン名古屋　　１階ロビー　　５時55分集合

10
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広告協賛会社ご芳名

あ

アイカ工業株式会社� 60
朝日ウッドテック株式会社� 12
旭化成建材株式会社� 39
旭ファイバーグラス株式会社� 39
株式会社イクタ� 40
池内ベニヤ株式会社� 41
石巻合板工業株式会社� 41
伊藤忠建材株式会社� 13
稲畑産業株式会社� 14
株式会社ウッドワン� 42
永大産業株式会社� 15
SMB建材株式会社� 16
エヌビーエル株式会社� 42
株式会社オーシカ� 43
越智産業株式会社� 43

か

株式会社キーテック� 17
株式会社クトクマーケティング� 44
クリナップ株式会社� 18
ケイミュー株式会社� 45

さ

三協立山株式会社� 46
JKホールディングス株式会社� 19
ジオリーブグループ株式会社� 20
住友林業株式会社� 21
住友林業クレスト株式会社� 47
セイホク株式会社� 裏表紙
双日建材株式会社� 22

た

大建工業株式会社� 23
タカラスタンダード株式会社� 24
チヨダウーテ株式会社� 25
津田産業株式会社� 46
デュポン・スタイロ株式会社� 26
TOTO株式会社� 27
トーヨーマテリア株式会社� 50
東京ボード工業株式会社� 28
東京都ベニヤ板問屋協同組合� 48
東京ベニヤ株式会社� 49
東洋テックス株式会社� 49

な

ナイス株式会社� 29
南海プライウッド株式会社� 54
ニチハ株式会社� 表紙裏
株式会社日刊木材新聞社� 51
株式会社日新� 裏表紙裏
日本合板健康保険組合� 53
公益財団法人日本合板検査会� 1
日本合板工業組合連合会� 53
日本合板商業組合� 52
日本ノボパン工業株式会社� 30
株式会社ノダ� 31
株式会社ノーリツ� 32

は

パナソニックハウジングソリューションズ株式会社� 33
パラマウント硝子工業株式会社� 54
公益財団法人PHOENIX� 55
フクビ化学工業株式会社� 34
株式会社紅中� 56

ま

マグ・イゾベール株式会社� 35
丸玉木材株式会社� 56

や

吉野石膏株式会社� 36

ら

株式会社LIXIL� 37
リンナイ株式会社� 57

わ

YKK AP株式会社� 38
和以美株式会社� 57

� 50音順
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広告索引



12

朝日ウッドテック株式会社



13

伊藤忠建材株式会社



14

稲畑産業株式会社



15

素材の美しさは  インテリアの新たなベースライン

日合商記念誌（180×250）

素材感がより際立つ
455ｍｍ幅の
大判サイズcomCarbo

コンカーボ

455ｍｍ幅の
床暖房仕上げ材

業界初

永大産業株式会社



16

SMB建材株式会社



17

樹をテクノロジーする会社です樹をテクノロジーする会社です

株式会社キーテック



18

クリナップ株式会社



19

JKホールディングス株式会社



20

ジオリーブグループ株式会社



21

H250×W180

住友林業株式会社
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双日建材株式会社



23

大建工業株式会社



24

これ以上のキッチンとは、出会えない

キープクリーンフード

10年間レンジフード内部の
お手入れ不要

ホーローきれいエリア

ゾーニングでゴミ捨てまでの
作業を効率化

家事らくシンク

2層構造で効率よく、
きれいに

毎日をちょっと特別に。家族みんなでおうちスパ。
大人気！癒しをもたらす機能 「肩包み湯」「うるぽか湯」

首から肩をなでるように、優しく
湯に包まれる。まるで温泉や
スパリゾートで味わうような、至福
の癒し体験をご自宅でも。

水と空気が織りなす、泡のベールに
包まれる贅沢なひととき。
一味違う癒しの入浴体験で、あなた
の暮らしをより上質なものに。

ホーロークリーン
キッチンパネル

マグネットが付くので
収納力と使い勝手アップ

タカラスタンダード株式会社
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JR-AC-24004E
エコマーク認定番号

22 123 004

取得済み環境ラベル

札幌支店　〒003-0027　北海道札幌市白石区本通 14 丁目北 5 番 30 号   TEL(011)865-7100

東京支社　〒111-8520　東京都台東区寿 3 丁目 14 番 11 号 蔵前チヨダビル 6F  TEL(03)6635-1650

中部支店　〒510-8570　三重県三重郡川越町高松 928 番地    TEL(059)365-5211

大阪支店　〒550-0015　大阪府大阪市西区南堀江 1 丁目 1 番 14 号 四ツ橋中埜ビル 6F　 TEL(06)6541-7735

福岡支店　〒811-2321　福岡県糟屋郡粕屋町内橋西 3 丁目 6 番 1 号   TEL(092)931-7373

チヨダウーテ株式会社



26

デュポン・スタイロ株式会社



27

TOTO株式会社



28

CO₂削減で地球温暖化改善　EPD認証取得製品CO₂削減で地球温暖化改善　EPD認証取得製品

東京ボード工業（株）は、この度、従来のEPD Internationalに
加え日本版EPDであるSuMPO EPDを取得しました。

EPDとは、Environmental Product Declarations（環境
製品宣言）の略で、製品の一生涯（ゆりかごから墓場まで）の
環境影響を調査（ライフサイクルアセスメント：LCA）し、その
結果を明らかにしたタイプⅢ環境ラベルです。

東京ボード工業株式会社
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ナイス株式会社



30

日本ノボパン工業株式会社



31

株式会社ノダ



32

株式会社ノーリツ



33

小型エレベーターなら
パナソニックへ
業務用エレベーターは設置が大変。
ホームエレベーターは個人田住宅専用なので設置不可。
パナソニックの小規模建築物には、『小型エレベーター』がおすすめです。

表面素材は、燃えない
ガラス繊維シートを採用。

1㎡
あたり
わずか 560ｇ

（面材のみの質量）

天井の未来をリライトする

軽さは、やさしさ。

住まいの設備と建材のサイト https://sumai.panasonic.jp/

節水性と施工性にすぐれたスゴピカ素材の小便器。
飛び散りにくく、汚れをおさえるために。

使う人の立場で設計しています。

簡易遮音ドア
3方枠のクッション付き戸当たりと
床部のすき間をふさぐ
ボトムタイトにより音漏れを低減。

テクノビーム

溶接ほぞ金具 構造用集成材柱

ボルト接合 ドリフトピン

パナソニックハウジングソリューションズ株式会社



34

フクビ化学工業株式会社



35

マグ・イゾベール株式会社



36

吉野石膏株式会社



37

株式会社LIXIL



38

YKK AP株式会社
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旭化成建材株式会社
旭ファイバーグラス株式会社



40

株式会社イクタ



41

本社 ： 北海道日高郡新ひだか町静内木場町１丁目１番２２号　TEL（０１４６）４２－１１２１

静内本社 イクマジュ工場
イクマジュ工場

東 京 営 業 所  ＴＥＬ.（03）3883-1188 （マレーシア）

名古屋営業所  ＴＥＬ.（052）355-9373

大 阪 営 業 所  ＴＥＬ.（06）6210-2366 アポロインヴェストメント

福 岡 営 業 所  ＴＥＬ.（092）611-8711 （シンガポール）

JJAASS認認定定工工場場

池内ベニヤ株式会社
石巻合板工業株式会社
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株式会社ウッドワン
エヌビーエル株式会社



43

株式会社オーシカ
越智産業株式会社



44

株式会社クトクマーケティング



45

ウェブサイトで
光セラの美しさの秘密、
10年後の実例を
ご紹介しています。

「光セラ」は光触媒工業会（PIAJ）の「セルフクリー

ニング」「空気浄化（窒素酸化物）」「抗ウイルス」「抗

菌」基準をクリアし、認証を取得しています。

www.kmew.co.jp/
[ 名古屋営業所 ・ 中部営業開発室 ]

[ 三 重 営 業 所 ]

〒450-8611 名古屋市中村区名駅南 2丁目7番55号

〒514-0031  津市北丸之内 166

ケイミュー株式会社

ケイミュー株式会社
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信頼の住宅資材・建材を御届けして 105年

三協立山株式会社
津田産業株式会社
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住友林業クレスト株式会社



48

理 事 長　小川 明範
副理事長　初　 好章
副理事長　植木 啓之

東京都ベニヤ板問屋協同組合
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本社　　東京都江東区富岡２－６－１１

TEL.　03-3643-5111　　FAX.　03-3641-0727

 新木場　・千葉

実 績 品 質 。

信 頼 品 質 。

東京ベニヤ株式会社
東洋テックス株式会社
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独独立立・・信信頼頼・・貢貢献献のの精精神神でで

人人とと住住ままいいのの

理理想想実実現現をを目目指指すす

■グループ会社
トーヨークリエイツ株式会社 建築資材販売

東京都杉並区下高井戸2丁目5-1 https://ty-create.co.jp/
TEL 03-3325-5511㈹ FAX 03-3325-5518

■本社
東京都港区赤坂7丁目6-38   アルファベットセブンビル 2F
TEL 03-5563-8271㈹ FAX 03-5563-8272㈹
https://toyomateria.co.jp/

トーヨーマテリア株式会社
安らぎ空間を創り出す創造商社グループ

■支店
【大阪支店】
TEL 06-6537-4400 FAX 06-6537-4450

【名古屋支店】
TEL 052-533-9766 FAX 052-561-1919

【新潟支店】
TEL 025-241-7146 FAX 025-241-7158

【九州支店】
TEL 092-713-7758 FAX 092-713-7177

■営業所
【札幌営業所】
TEL 011-522-9491 FAX 011-219-4346
■出張所
【静岡出張所】
TEL 0537-21-7919 FAX 0537-21-7943

トーヨーマテリア株式会社
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株式会社日刊木材新聞社



52

理 事 長　足　立　建一郎
副理事長　小　川　明　範
副理事長　丸　　　敏　幸
専務理事　初　　　好　章
常務理事　二　宮　孝　義

《合法木材供給事業者認定団体》

日本合板商業組合
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会 ⻑ 井 上 篤 博
副 会 ⻑ 野 ⽥ 四 郎
副 会 ⻑ 内 藤 和 ⾏
副 会 ⻑ ⼜ 賀 航 ⼀

日日 本本 のの 森森 かか らら 生生 まま れれ たた 合合 板板 がが
日日 本本 のの 森森 をを 守守 りり 、、 育育 てて てて ゆゆ くく

〒101-0061 東京都千代⽥区神⽥三崎町2-21-2   
TEL 03-5226-6677 FAX 03-5226-6678

URL https://www.jpma.jp/

⽇本合板⼯業組合連合会

国国産産材材利利用用量量目目標標770000万万㎥㎥のの達達成成にに向向けけてて

☆☆新新築築・・耐耐震震リリフフォォーームムはは国国産産合合板板でで！！

☆☆超超厚厚合合板板((ＣＣＬＬＰＰ))、、フフロロアア台台板板のの開開発発はは国国産産合合板板でで！！

☆☆型型枠枠用用･･敷敷板板用用ななどどのの土土木木用用資資材材もも、、国国産産合合板板でで！！

☆☆森森林林のの再再生生・・林林業業のの成成長長産産業業化化はは、、国国産産合合板板でで！！

日本合板健康保険組合
日本合板工業組合連合会
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南海プライウッド株式会社
パラマウント硝子工業株式会社
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公益財団法人PHOENIX



56

株式会社紅中
丸玉木材株式会社



57

Oriented Strand Board

「 」 の厚モノのご用命は当社まで！

「樹和美（内装用）」もご用意しています！

和以美株式会社
東京都荒川区西日暮里

600×2,000
600×3,000
600×4,000

25㎜、30㎜

リンナイ株式会社
和以美株式会社
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第46回 日本合板商業組合通常総会
記念誌

令和 7 年 5 月22日 発行

編集発行　日本合板商業組合 中部日本支部 
　　　　　中部日本支部支部長　櫻井 雅規 
　　　　　実行委員長　　　　　吉田 達弘
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後付け
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メラミン不燃化粧板　セレント

柄の奥行感を再現した高意匠タイプのセラール

ウェブカタログ

「洗面カウンター」×「棚板」のシンプルなカタチ。「洗面カウンター」×「棚板」のシンプルなカタチ。

ウェブカタログ

アイカ工業株式会社



間伐材・国産材の端材を活用。 製材後の端材を木材チップにし、外壁材の原料に。40年以上
培ってきたニチハの独自技術です。

外壁材として使用することで、木が吸収
したCO2の放出を防止（固定化）。

＋
木材チップ セメント

外壁材
（オフセットサイディング）

※印刷物のため実物の色柄と異なる場合がございます。実物サンプルにてご確認ください。

中部営業部 〒457-0823　名古屋市南区元塩町五丁目15番地の1
TEL：（052）619-0590　FAX：（052）619-0597



名古屋

第46回
日本合板商業組合

通常総会

主管：日本合板商業組合中部日本支部

セイホクグループは
年間700万㎥の国産材を活用（HWP）し
合板の炭素貯蔵力で地球の未来を笑顔にします

セ イ ホ ク 株 式 会 社 東 京 都 文 京 区 本 郷 1 – 2 5 – 5 TEL：03（3816）1031　FAX：03（3814）8299
 宮 城 県 石 巻 市 重 吉 町 1 – 7 TEL：0225（22）6511　FAX：0225（95）5867
西北プライウッド株式会社 宮 城 県 石 巻 市 重 吉 町 1 – 7 TEL：0225（22）6511　FAX：0225（95）5867
秋田プライウッド株式会社 秋田県秋田市川尻町字大川反232 TEL：018（823）8511　FAX：018（862）1513
新 秋 木 工 業 株 式 会 社 秋 田 県 秋 田 市 向 浜 1 – 8 – 2 TEL：018（823）7265　FAX：018（864）8397
ホクヨープライウッド株式会社 岩 手 県 宮 古 市 磯 鶏 2 – 3 – 1 TEL：0193（62）3333　FAX：0193（63）3664
株 式 会 社 カ リ ヤ 岩 手 県 宮 古 市 刈 屋 1 3 – 1 1 – 2 TEL：0193（72）2255　FAX：0193（72）3107
北上プライウッド株式会社 岩手県北上市和賀町後藤2－112－1 TEL：0197（73）5500　FAX：0197（73）5505
森 の 合 板 協 同 組 合 岐阜県中津川市加子母5 371–17 TEL：0573（79）5120　FAX：0573（79）5121
松江エヌエル工業株式会社 島根県松江市八束町江島1376 –2 TEL：0852（76）3730　FAX：0852（76）3900
新 栄 合 板 工 業 株 式 会 社 熊 本 県 水 俣 市 袋 赤 岸 海 5 0 TEL：0966（63）2141　FAX：0966（63）2145
ファミリーボード株式会社 東 京 都 文 京 区 本 郷 1 – 2 5 – 5 TEL：03（3816）3366　FAX：03（3816）3699
ア イ プ ラ イ 株 式 会 社 秋田県秋田市川尻町字大川反232 TEL：018（823）0511　FAX：018（863）8452

https://www.aplywood.co.jp/https://www.seihoku.gr.jp/




